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奥出雲町決算報告

令和4年度の決算について
　令和4年度の一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算が、9月定例
議会で認定されましたのでお知らせします。
　一般会計決算では、歳入決算額が155億4,283万円（対前年度比1.9
％増）、歳出決算額が151億9,766万円（同2.0％増）となりました。なお、
翌年度に繰り越すべき財源は1億9,650万円であり、実質収支1億4,867
万円の黒字となりました。

教育・文化・スポーツ振興支援 保育料の無償化

歳入 合計155億4,283万円

自主財源
23.9%
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町税　 7.7％

議会費 0.5％

総務費
16.2％

民生費
14.7％

衛生費
12.3％

農林水産業費
14.7％

土木費
10.7％

公債費
16.1％

繰入金 4.0％

諸収入 4.6％

地方交付税
43.1％

国庫支出金
11.1％

県支出金
9.3％

町債
9.3％

財産収入、寄附金、繰越金
4.9％

使用料及び手数料、分担金、負担金
2.7％

地方譲与税、利子割交付金等
3.3％

災害復旧費
3.3％

町税 11億9,246万円
町民税、固定資産税など

議会費 8,388万円
町議会の活動・運営のためのお金

総務費 24億6,684万円
全般的な管理事務、徴税、戸籍、統計、選
挙などのお金

民生費 22億3,162万円
生活保護、子ども手当などの福祉のための
お金

歳出 合計151億9,766万円

繰入金 6億2,318万円
基金や特別会計から繰り入れるお金

諸収入 7億832万円
貸付金の元利収入など

財産収入、寄附金、繰越金
7億6,967万円

財産収入、寄附金など

使用料及び手数料、分担金、負担金
4億2,404万円

情報や公民館の使用料、事業の実質負担
など

地方交付税 67億304万円
税収の少ない市町村に一定のサービスが提
供できるよう国が交付する税

町債 14億4,580万円
施設の整備や地方交付税の収支不足につ
いて国や銀行などから借りるお金

国庫支出金 17億2,831万円
国が特定の事務事業に対して交付するお金

県支出金 14億3,906万円
県が特定の事務事業に対して交付するお金

地方譲与税、利子割交付金等
5億895万円

国や県が徴収した税のうち市町村に配分さ
れるお金

労働費 0.1％

諸支出金 0.1％

商工費 1.8％

教育費 5.4％

衛生費 18億7,350万円
ごみ処理の経費や健康維持のためのお金

農林水産業費 22億3,106万円
農業・畜産業・林業の振興のためのお金

商工費 2億7,165万円
産業や観光の振興のためのお金

土木費 16億2,603万円
道路や街路の整備・維持管理のためのお金

消防費 6億1,820万円
消防活動のためのお金

教育費 8億2,245万円
小・中学校教育、公民館などのためのお金

公債費 24億4,089万円
借入金の返済のためのお金

災害復旧費 5億751万円
災害を復旧するためのお金

諸支出金 1,000万円
普通財産を取得するためのお金

労働費 1,403万円
失業対策や勤労者の福利厚生のためのお金

消防費 4.1％
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繰入金

会　　計　　名

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療保険事業特別会計
介護老人保健施設事業特別会計
介 護サービス事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
合併処理浄化槽事業特別会計
仁 多 発 電 事 業 特 別 会 計
国営農地開発事業特別会計
農業用小水力発電事業特別会計

水 道 事 業 会 計 　 　 　

（収益的）
（資本的）

（収益的）
（資本的）

奥 出 雲 病 院 事 業
特 　 別 　 会 　 計
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　財政の健全度をみる大切な指標で、町の歳入である
地方交付税や町税等に対し、決まって支出しなければ
ならない人件費や借入金の返済、常備消防等への負担
金や補助金などの割合を示す指標で、低いほど財政の
弾力性があることを示します。
　今年度は、88.2％で昨年度と比べ0.1％改善しまし
た。

　町の貯金を表す指標で、一般会計の基金は、使途が
限定されていない財政調整基金・減債基金と使途が特
定の目的に限定されている特定目的基金があります。
　今年度は、出産・子育て支援施策、定住対策事業等
の財源として基金を取り崩しましたが、将来の支出に備
え、財政調整基金・減債基金に積み立てを行ったことに
より、前年度に比べ、基金残高は4,143万円の増となりま
した。

　町の借金を表す指標で、新たな地方債の発行抑制や
返済分が地方交付税で戻ってくるものを優先し、将来
の財政負担の軽減に努めています。
　令和4年度は統合小学校整備事業や情報通信施設
整備事業などの財源として地方債を借り入れた一方、
定時の返済に加えて、将来負担を減らすため3億3,188
万円の前倒し返済をしたことにより、前年度に比べ、地
方債残高は6億8,022万円の減となりました。
※臨時財政対策債を除く。
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